
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

深
沙
大
王
伝
承
と
「
流
沙
」
に
注
目
し
て

１

は
じ
め
に

　
　
　
釈
迦
の
御
法
は
天
竺
に
　
玄
奘
三
蔵
弘
む
と
も
　
深
沙
大
王
渡
さ
ず
は

　
　
こ
の
世
に
仏
法
な
か
ら
ま
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
J
2
7
7
番
歌
（
巻
第
二
「
仏
歌
　
十
二
首
」
）

　
本
歌
謡
は
『
梁
塵
秘
抄
』
巻
第
二
、
「
仏
歌
十
二
首
」
の
冒
頭
部
に
配
列
さ

れ
て
お
り
、
玄
奘
三
蔵
と
彼
の
西
天
取
経
に
関
わ
る
伝
承
に
登
場
す
る
深
沙
大

王
を
歌
っ
た
歌
謡
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
ま
ず
、
当
該
歌
謡
の
注
釈
史
に
お
い
て
あ
ま
り
・
強
調
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
、
傍
線
部
「
深
沙
大
王
渡
さ
ず
は
」
の
表
現
の
典
拠
と
な
る
伝
承
を
確

認
し
た
い
。
ま
た
深
沙
大
王
の
住
所
で
あ
る
「
流
沙
」
の
用
例
か
ら
、
当
該
歌

謡
が
「
仏
歌
十
二
首
」
の
冒
頭
に
配
列
さ
れ
た
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

松
　
　
沢
　
　
佳
　
　
菜

２
　
諸
注
及
び
先
行
研
究

　
深
沙
大
王
と
は
、
常
暁
の
入
唐
請
来
目
録
に
「
深
沙
神
記
　
念
誦
法
一
巻
」

と
あ
り
、
ま
た
「
深
沙
神
王
像
一
躯
」
と
し
て
「
右
唐
代
玄
奘
三
蔵
遠
渉
二
五

天
・
感
2
1
得
此
紳
‐
０
此
是
北
方
多
聞
天
化
身
也
。
今
唐
國
人
惣
重
二
此
紳
一
救
ぃ
大

成
ぃ
来
。
其
験
現
前
。
元
ぃ
有
二
人
不
依
行
者
上
１
０
寺
裏
人
家
皆
在
二
此
紳
ぺ

目
二
言
験
」
貢
不
思
あ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
玄
奘
三
蔵
が
沙
漠
で
感
得
し
た
神
で
、

唐
代
に
す
で
に
広
く
尊
崇
さ
れ
る
神
で
あ
っ
た
。
呼
び
名
は
諸
説
あ
り
・
、
深
沙

神
、
深
沙
大
将
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
『
梁
塵
秘
抄
』
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
深
沙
大
王
は
西
天
取
経
の
際
、

沙
漠
で
行
き
倒
れ
た
玄
奘
三
蔵
を
励
ま
し
、
そ
の
窮
地
を
救
っ
た
神
と
し
て
説

明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
典
拠
と
し
て
小
西
甚
一
氏
『
梁
塵
秘
抄
物
』
以
来
指
摘

さ
れ
て
き
た
の
が
、
『
大
唐
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
（
唐
・
慧
立
、
彦
椋
）
巻
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

の
以
下
の
記
事
で
あ
る
。

　
　
即
莫
賀
延
債
万
、
長
よ
（
百
首
里
。
古
牛
人
（
曰
沙
河
卜
、
上
無
飛
鳥
、
下
無

　
　
走
獣
、
復
無
水
草
、
是
時
二
顧
影
唯
一
リ
ナ
リ
ヘ
　
但
念
ご
観
音
菩
薩
及
般
若
心

　
　
経
。
、
（
中
略
）
是
。
時
二
四
夜
五
日
二
無
、
二
適
ぷ
回
喉
霜
。
、
口
腹
乾
煤
、
ｙ

　
　
幾
将
殯
絶
、
不
復
能
進
ム
コ
ト
ヘ
　
遂
二
臥
・
Ｊ
沙
／
甲
二
、
獣
よ
念
観
音
″
、
雖
モ

　
　
困
ゃ
不
捨
、
啓
・
。
菩
薩
二
曰
。
（
中
略
）
至
テ
第
五
夜
半
二
忽
有
よ
豚
風
詣
で
身
二

　
　
冷
回
伏
ギ
フ
如
。
沫
ぷ
示
水
。
、
遂
二
得
目
明
よ
馬
亦
能
起
ツ
コ
ト
ヲ
ヘ
　
殷
既
二
蘇
り

　
　
白
雪
得
万
少
睡
眠
コ
ト
ヲ
ベ
　
即
於
睡
／
甲
・
夢
呂
、
二
大
神
長
敷
丈
万
、
執
尹

　
　
戟
ご
瀧
よ
曰
、
「
何
こ
巾
一
万
強
一
万
行
こ
間
更
二
臥
也
」
、
法
師
驚
。
ア
宿
進
登
７
行
７

　
　
可
リ
シ
テ
十
里
、
馬
、
忽
二
異
ス
路
ヲ
、
制
ト
モ
之
ヲ
不
遜
ラ
、
経
テ
敷
里
ヲ
到
ヌ
ー
ノ

池
／

ル
ュ
。

　
小
西
氏
は
こ
の
記
事
を
引
用
し
、
「
こ
の
神
将
が
、
後
に
深
沙
大
王
と
よ
ば

れ
る
に
至
っ
た
。
深
沙
大
将
儀
軌
と
い
う
儀
軌
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
注

釈
書
で
は
上
田
設
夫
氏
『
梁
塵
秘
抄
全
注
釈
』
に
至
る
ま
で
こ
の
『
大
慈
恩
寺

三
蔵
法
師
伝
』
が
典
拠
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
み
と
な
っ
て
い
竹
。
し
か

し
、
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
に
は
、
沙
漠
で
玄
奘
を
救
っ
た
神
は
「
一
大

神
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
深
沙
大
王
で
あ
る
と
は
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な

ヽ
―
Ｏ

Ｌ
ｖ

磯
部
彰
氏
に
は
、
『
西
遊
記
』
研
究
の
立
場
か
ら
、
深
沙
大
王
伝
承
の
本
朝

へ
の
流
布
に
つ

い
て
多
く
の
指
摘
が
あ
る
大
、
「
釈
迦
十
エ

（
善
神
像
」
の
成
立

一
四

を
論
ず
る
中
で
『
図
像
抄
』
（
永
厳
・
恵
什
　
一
万
一
五
～
一
一
四
〇
）
巻
第

十
「
深
沙
神
」
の
以
下
の
記
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
釈
迦
十
六
善
神
像
」
と

は
玄
奘
が
請
来
し
た
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
転
読
会
で
あ
る
大
般
若
会
の

本
尊
と
し
て
流
布
し
た
図
像
で
、
釈
迦
如
来
と
脇
侍
の
文
殊
・
普
賢
菩
薩
と
十

六
善
神
像
に
加
え
て
天
部
・
比
丘
ら
と
と
も
に
深
沙
大
王
と
玄
奘
が
対
を
な
し

て
描
か
れ
る
。

　
　
：
二
本
二
手
合
捧
鉢
。
々
盛
白
飯
。
般
若
十
六
紳
中
書
之
。
而
勘
一
本
儀

　
　
軌
云
。
大
忿
怒
形
。
頚
有
八
蛇
。
二
手
合
捧
鉾
箭
像
。
依
此
軌
文
欺
。
或

本
捧
鉾
云
々
。
捧
鉾
二
字
相
渉
不
知
是
非
。
但
慈
恩
伝
等
。
三
蔵

見
一
大
神
手
取
戟
云
々
　
以
之
推
之
棒
鉾
好
七
。

い
流
砂

　
こ
の
記
事
を
見
る
と
、
当
該
歌
謡
の
注
釈
書
類
が
指
摘
す
る
、
『
大
慈
恩
寺

三
蔵
法
師
伝
』
中
の
「
一
大
神
」
を
深
沙
大
王
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
平
安
末

期
に
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
中
に
深
沙
大
王
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
に

関
し
て
、
『
梁
塵
秘
抄
』
研
究
か
ら
は
鈴
木
佐
内
氏
が
「
梁
塵
秘
抄
般
若
経
歌

と
「
般
若
十
六
善
神
曼
荼
雛
」
」
に
お
い
て
触
れ
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
『
梁
塵

秘
抄
』
中
の
般
若
経
を
題
材
と
し
た
歌
謡
に
関
し
て
、
「
般
若
十
六
善
神
図
」

お
よ
び
「
釈
迦
十
六
善
神
図
」
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
な
か
で
、
当
該
歌
謡
に

お
け
る
深
沙
大
王
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
釈
迦
十
六
善
神
曼
荼
羅
に
は
大
般

若
経
を
守
護
す
る
神
々
の
中
に
玄
奘
と
深
沙
大
王
の
姿
が
対
で
描
か
れ
て
お
り
、



鈴
木
氏
は
こ
れ
ら
の
図
像
が
当
該
歌
謡
の
成
立
に
関
与
し
て
い
る
可
能
性
を
指

摘
す
る
。
こ
こ
で
鈴
木
氏
は
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
に
は
、
玄
奘
を
救
っ

た
沙
漠
の
神
が
「
夢
一
大
神
、
長
数
丈
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
し
、
『
阿
娑
縛
抄
』
（
十
三
世
紀
・
承
澄
）
の
記
事
か
ら
玄
奘
三
蔵
と
深
沙
大

王
の
結
び
つ
き
を
説
く
資
料
が
古
く
存
在
し
た
こ
と
を
推
測
す
る
。
鈴
木
氏
が

引
く
『
阿
娑
縛
抄
』
「
深
沙
大
将
」
「
功
能
」
の
記
事
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　
成
井
・
云
。
大
聖
深
沙
御
記
・
云
。
深
沙
御
丿
有
。
浮
丘
ノ
岬
也
。
按
二
大
集

　
　
経
・
云
。
是
四
方
白
在
天
御
所
ぃ
化
。
亦
多
聞
天
王
協
レ
降
1
1
伏
四
天
下
。
行
・

　
　
毒
気
・
鬼
御
１
０
又
唐
ご
二
蔵
記
二
云
。
住
西
國
・
取
ぃ
経
。
廻
主
二
流
沙
債
中

　
　
元
い
人
之
處
一
。
毎
・
玉
二
斎
時
‐
０
於
二
路
側
・
有
二
新
穿
池
水
べ
器
如
二
甘
露
ぺ

　
　
有
一
一
分
飲
食
異
種
よ
晏
香
べ
唯
不
鴇
兄
レ
人
。
三
蔵
惟
テ
而
啓
念
言
″
。
此
處

　
　
長
砂
債
廻
絶
二
人
煙
べ
置
二
ぜ
及
食
・
者
何
人
哉
。
願
（
知
二
所
来
‐
０
乃
聞
二
空

　
　
中
有
こ
賢
々
啓
谷
一
蔵
法
師
一
曰
。
我
天
御
也
。
緑
二
和
上
取
ｙ
経
遠
束
。

　
　
弟
子
是
。
護
法
ノ
神
。
此
處
元
ぃ
水
絶
≒
人
。
特
・
落
二
和
上
・
置
二
水
及
食
ぺ

　
　
三
蔵
斎
詑
丑
（
水
却
。
元
。
。
但
見
二
流
砂
浩
妙
づ
爰
痛
フ
元
≒
人
。
因
ぃ
此
呼

協
二
深
沙
紳
・

氷
。

　
渡
天
の
旅
の
途
上
、
流
沙
債
中
に
お
い
て
天
神
が
玄
奘
の
た
め
に
池
水
を
穿

ち
、
斎
を
与
え
た
。
こ
の
神
が
深
沙
神
で
あ
る
と
す
る
伝
承
で
、
『
大
慈
恩
寺

三
蔵
法
師
伝
』
の
「
一
大
神
」
の
記
事
と
や
や
似
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
鈴
木
氏
は
こ
の
記
事
か
ら
、
「
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
玄
奘
三
蔵
と
深
抄
大
将
と

　
　
　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

の
結
び
つ
き
を
最
初
に
説
く
の
は
『
三
蔵
記
』
で
、
『
大
聖
深
沙
神
記
』
は
こ

の
伝
承
を
中
心
に
記
録
し
、
『
三
蔵
記
』
に
い
う
と
こ
ろ
の
沙
漠
出
現
の
神
を

「
深
沙
神
」
と
い
う
名
を
も
っ
て
し
た
の
は
『
大
聖
深
沙
神
記
』
と
い
う
こ
と

に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
常
暁
入
唐
時
（
承
和
五
年
～
六
年
）
に
は
、

こ
れ
が
唐
で
は
流
布
し
て
お
り
、
念
誦
法
や
像
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
『
阿
娑
縛
抄
』
が
引
く
『
大
聖
深
沙
神
記
』
に
つ
い
て
鈴
木
氏

は
、
『
日
本
比
丘
円
珍
入
唐
求
法
目
録
』
に
あ
る
「
深
沙
神
王
記
一
巻
」
と
同

一
の
も
の
と
推
測
し
、
常
暁
請
来
の
『
深
沙
神
記
』
と
の
関
連
を
推
し
量
っ
て

い
る
が
、
本
朝
に
伝
わ
っ
た
深
沙
大
王
伝
承
の
も
っ
と
も
古
い
姿
を
う
か
が
わ

せ
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
３
　
当
該
歌
謡
と
玄
奘
多
生
譚

　
前
項
で
み
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
深
沙
大
王
は
「
玄
奘
の
渡
天

を
援
助
し
た
神
」
と
し
て
の
み
説
明
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
玄
奘
と
深
沙
大
王
に
関
し
て
は
、
従
来
の
当
該
歌
の
注
釈
史
に
お
い

て
強
調
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
く
知
ら
れ
た
伝
承
が
も
う
一
つ
存
在
し
て
い
る
。

古
い
例
と
し
て
は
、
唐
土
で
五
代
ま
で
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
、
『
大
唐
三
蔵

取
経
詩
話
』
に
見
え
る
、
玄
奘
多
生
譚
が
そ
れ
で
あ
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。

な
お
該
当
部
分
が
載
る
中
巻
第
八
は
前
半
を
欠
い
て
お
り
、
引
用
箇
所
が
冒
頭

部
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

一
物
否
益
。
答
曰
「
不
識
。
」
深
沙
云
「
項
下
是
和
尚
雨
度
被
我
喫
祢
、

袋
得
枯
骨
在
此
。
」
和
尚
曰
「
祢
最
元
知
。
此
回
若
不
改
、
過
教
祢
二
門

滅
絶
」
深
沙
合
掌
謝
恩
、
伏
蒙
慈
照
。
深
沙
営
時
嘩
吼
、
教
和
尚
莫
敬
。

只
見
紅
塵
隠
隠
、
白
雪
紛
紛
、
良
久
、
一
時
三
五
道
火
裂
、
深
沙
袁
袁
。

雷
登
喊
喊
、
遥
望
一
道
金
橋
、
雨
逞
銀
線
、
孟
是
深
沙
神
、
身
長
三
丈
、

将
雨
手
托
定
。
師
行
七
人
、
便
従
金
橋
上
過
過
了
。
深
沙
神
合
掌
相
送
。

法
師
曰
「
謝
汝
心
力
。
我
遊
東
土
、
奉
答
前
恩
。
従
今
去
更
莫
作
罪
。
」

（
後
鴫
）

　
渡
天
の
旅
の
途
上
、
玄
奘
が
沙
漠
で
深
沙
神
に
出
会
う
。
深
沙
神
は
、
渡
天

を
志
し
た
前
世
の
玄
奘
を
二
度
に
わ
た
っ
て
食
い
殺
し
た
こ
と
を
告
げ
、
自
分

の
首
に
掛
け
た
し
ゃ
れ
こ
う
べ
が
そ
の
時
の
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
玄
奘
の
怒

り
に
触
れ
た
深
沙
神
は
許
し
を
乞
い
、
沙
漠
を
越
え
る
橋
を
掛
け
て
玄
奘
の
旅

を
助
け
る
。
玄
奘
は
礼
を
言
い
、
二
度
と
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
言
う
。

　
な
お
『
大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
』
は
玄
奘
三
蔵
渡
天
伝
承
の
古
い
例
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
い
う
深
沙
神
が
『
西
遊
記
』
に
お
い
て
沙
悟
浄
へ
と
展

開
し
て
い
く
と
さ
れ
る
。
『
西
遊
記
』
で
は
玄
奘
の
落
命
の
回
数
は
九
回
と
さ

れ
て
お
り
・
、
深
沙
大
王
に
よ
る
妨
害
の
回
数
も
諸
説
が
あ
る
。
深
沙
大
王
と
は

関
連
し
な
い
が
、
三
蔵
が
前
世
で
九
回
渡
天
に
失
敗
し
た
と
い
う
説
は
『
大
慈

恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
十
に
「
神
答
云
。
自
古
諸
師
解
行
、
平
有
短
長
、
而
不

一
准
、
且
如
奘
法
師
∵
人
、
九
生
已
来
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
か
な
り
古
く
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
（

ら
存
在
し
て
い
拡
。

　
さ
て
、
玄
奘
が
前
世
に
お
い
て
深
沙
神
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
と
す
る
説
は

『
梁
塵
秘
抄
』
の
時
代
ま
で
に
本
朝
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
、
管
見
に
入

っ
た
中
で
は
『
四
十
帖
決
』
が
最
も
早
い
。
『
四
十
帖
決
』
は
天
台
僧
長
宴
が

皇
慶
に
随
従
し
て
台
密
事
相
に
関
す
る
質
問
を
成
し
た
も
の
で
、
以
下
に
引
用

す
る
項
は
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
四
月
二
十
二
日
の
口
決
で
あ
る
。

　
　
師
曰
。
深
沙
大
王
京
太
山
府
君
也
。
是
玄
奘
三
蔵
於
二
回
胚
≒
所
り
値
紳

　
　
也
。
故
二
云
二
深
沙
↓
。
一
説
云
。
祥
迦
如
来
。
先
身
是
也
と
世
上
イ
訳
話
也
。

　
　
有
二
字
て
印
其
形
像
臍
ノ
前
物
面
是
也
云
云
後
説
（
是
。
児
女
よ
畝
話
也

　
　
台
。
對
受
記
云
。
太
山
府
君
古
人
。
傅
二
云
。
深
沙
大
聖
也

　
　
深
沙
大
王
こ
有
。
玄
奘
三
蔵
於
二
回
匯
」
て
所
ぃ
遇
也
。
謂
″
太
山
府
公
是
也
。

　
　
故
二
可
し
用
二
彼
印
明
‐
９
耳
。
以
二
燭
膜
「
協
二
理
路
↓
。
謂
″
玄
奘
三
蔵
七
生
二

　
　
渡
二
西
天
づ
燭
談
也

　
こ
の
記
事
は
『
阿
娑
縛
抄
』
「
深
沙
神
」
「
第
三
形
像
事
」
な
ど
に
「
帖
決

云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
憚
摩
詞
行
論
決
疑
破
難
會
祥
抄
』

（
済
逞
∴
一
～
コ
ー
世
紀
）
に
も
、
「
又
大
唐
玄
奘
三
蔵
者
。
七
返
受
二
生
於

震
旦
國
一
‐
０
毎
生
雖
度
二
天
竺
國
‐
０
於
二
回
匠
逞
・
而
亡
二
身
命
‐
０
至
二
第
七
牛

終
遂
二
本
願
‐
０
求
ぃ
得
二
法
相
大
乗
法
矣
ゲ
勘
二
慈
恩
傅
一
也
」
と
あ
り
、
深
沙
大
王

の
名
は
出
な
い
も
の
の
、
玄
奘
七
生
譚
の
流
布
が
垣
間
見
え
る
。

　
ま
た
『
覚
禅
抄
』
「
深
沙
大
将
」
の
項
は
深
沙
大
王
に
関
連
す
る
記
事
と
し

｜



て
よ
く
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
以
下
の
記
事
が
あ
る
。
ま
ず
「
形
像
事
」

に
「
…
或
云
、
斜
頚
懸
ュ
七
燭
談
プ

。
玄
奘
七
生
之
首
也
。
云
々
」
と
あ
り
、

玄
奘
七
生
譚
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
玄
奘
相
事
」
の
項
に
も
、
玄
奘
と
大

王
と
の
関
わ
り
を
示
す
伝
承
が
載
る
。

　
　
或
云
。
玄
奘
三
蔵
天
竺
二
渡
詫
吋
。
於
二
回
妙
」
べ
相
二
此
神
犬
神
告
云
。
汝

　
　
速
可
辿
亙
ｏ
云
々
三
蔵
云
ｏ
西
進
没
¨
命
ｏ
向
し
果
不
乱
門
還
ｏ
本
文
可
二
尋
見
ぺ

　
さ
ら
に
「
裏
書
」
に
も
以
下
の
よ
う
な
伝
承
が
載
る
。

　
　
○
（
前
略
）
深
沙
王
者
。
毘
沙
門
天
皇
仕
者
。
七
千
薬
叉
之
為
上
首
。

　
　
　
児
形
ニ
テ
名
豊
満
卜
。
玄
通
即
玄
奘
三
蔵
協
童
子
。
（
後
略
）

或
云
。
腹
童
子
面
太
王
御
身
也
。
三
蔵
求
ツ
ニ
水
ヲ
奉
り
給
時
ノ
形
。

沙

－
一二

他
言
曰
。
亦
名
大
山
府
君
。
古
人
傅
云
。
深
沙
大
聖
也
。
印
金
剛
合
掌
。
此
食

肉
飲
血
鬼
也
。
此
注
諸
本
無
」
の
引
用
で
、
肉
を
食
ら
い
血
を
飲
む
鬼
で
あ
る

と
い
う
恐
ろ
し
い
深
沙
大
聖
の
姿
が
九
世
紀
末
の
台
密
資
料
に
記
述
さ
れ
て
い

る
と
い
う
点
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
や
や
時
代
が
下
る
が
、
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
第
六
　
（
光
宗
・
文
保
二
年

（
一
ニ
ニ
ハ
）
自
序
）
に
も
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
問
。
曇
無
謁
菩
薩
何
故
有
之
耶
　
答
。
葛
木
。
一
宿
・
工
作
男
南
谷
よ
皿
嘱

　
　
有
之
。
被
行
二
布
薩
・
云
云
。
又
云
。
鐘
ツ
キ
ノ
鬼
紳
こ
有
。
葛
木
よ
寸
護
紳

　
　
深
沙
大
王
。
是
則
多
門
天
化
現
也
。
又
云
。
玄
奘
三
蔵
渡
天
。
時
。

　
　
日
汗
流
浪
」
七
生
・
痙
給
。
其
七
生
謳
工
骨
に
顛
販
懸
五
今
深
沙
大
王
是
也
。

　
さ
て
、
先
に
引
い
た
『
覚
禅
抄
』
に
は
玄
奘
多
生
譚
の
ほ
か
、
玄
奘
と
深
沙

大
王
に
ま
つ
わ
る
い
く
つ
か
の
伝
承
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
深
沙
大
王
の
図
像

で
は
大
王
の
腹
に
童
子
の
顔
が
描
か
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
大
王
の
腹
の
童
子

は
玄
奘
に
水
を
与
え
た
時
の
姿
で
あ
る
と
す
る
説
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
『
大

慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
や
『
阿
娑
縛
抄
』
引
用
の
、
大
王
と
水
に
ま
つ
わ
る
伝

承
と
類
似
し
て
い
る
。
深
沙
大
王
は
前
世
の
玄
奘
を
落
命
せ
し
め
た
神
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
当
該
歌
謡
の
先
行
研
究
が
引
く
よ
う
に
、
玄
奘
に
水
を
与
え
た

神
で
あ
る
と
い
う
伝
承
も
同
時
に
流
布
し
て
い
た
と
言
え
る
。
す
で
に
『
大
唐

三
蔵
取
経
詩
話
』
に
お
い
て
深
沙
神
が
帰
依
し
て
玄
奘
を
助
け
て
い
る
よ
う
に
、

前
世
の
玄
奘
の
渡
天
を
何
度
も
妨
害
し
な
が
ら
最
終
的
に
改
心
し
た
と
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七

云
々
。

○
長
宴
云
、
深
沙
大
王
是
太
山
府
君
也
。
是
玄
奘
三
蔵
。
於

　
　
　
所
り
値
紳
也
。
故
二
云
二
深
沙
↓
。
如
レ
先

　
　
一
説
云
。
釈
迦
如
来
先
神
也
。
世
上
談
説
也
。
有
二
子
二
万
印
形
像
斎

　
　
　
前
物
面
是
也
。
云
々
。
後
印
是
也
。
云
々
。
後
印
是
兄
女
之
語
談
也
。

　
　
　
　
台
對
受
記
云
。
太
山
１
１
古
人
傅
。
深
沙
大
将
也
。
云
々

　
　
　
　
深
沙
大
王
者
太
山
府
君
也
。
故
二
所
用
よ
彼
パ
印
明
耳
。
七
面
談
。
夥
・

　
　
　
順
路
↓
。
云
七
。

　
「
台
對
受
記
云
」
と
あ
る
部
分
は
『
四
十
帖
決
』
な
ど
も
引
い
て
い
る
が
、

九
世
紀
末
の
安
然
に
よ
る
『
胎
蔵
界
大
法
對
受
記
』
に
記
さ
れ
た
、
「
奉
教
官

　
　
　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

｜

｜



　
　
　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

の
だ
ろ
う
。

　
先
に
引
い
た
鈴
木
佐
内
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
深
沙
大
王
と
玄
奘
は

「
釈
迦
十
六
善
神
曼
荼
羅
」
に
対
で
描
か
れ
、
大
般
若
会
の
流
行
と
と
も
に
そ

の
図
像
が
流
布
し
た
。
前
述
の
と
お
り
こ
れ
ら
図
像
は
鈴
木
氏
に
よ
っ
て
当
該

歌
謡
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
法
会
に
と
も
な
っ
て
流
布
し
た
本
朝

の
深
沙
大
王
伝
承
の
中
で
、
殺
す
神
で
あ
り
・
な
が
ら
助
け
る
神
で
も
あ
る
二
面

性
を
持
つ
神
と
し
て
説
明
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
に
玄
奘
多
生
譚
は
『
梁
塵
秘
抄
』
の
時
代
に
も
比
較
的
流
布
し

て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
一
方
で
、
当
該
歌
謡
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て

ば
、
こ
と
さ
ら
に
玄
奘
多
生
譚
を
持
ち
出
さ
ず
と
も
、
深
沙
大
王
が
玄
奘
の
渡

天
を
援
助
し
た
神
で
あ
る
と
い
う
認
識
さ
え
あ
れ
ば
、
解
釈
は
可
能
で
あ
る
と

言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
当
該
歌
謡
は
玄
奘
多
生
譚
を
背
景
に
し
て
深

沙
大
王
の
玄
奘
へ
の
援
助
を
歌
う
か
ら
こ
そ
よ
り
印
象
的
に
響
く
と
言
え
る
の

で
は
な
い
か
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
深
沙
大
王
は
玄
奘
の
渡
天
を
助
け
た
神

と
し
て
の
み
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
当
該
歌
謡
の
背
景
に
玄
奘
多
生
譚
を
考
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
七
度
落
命
し
て
も
渡
天
の
志
を
捨
て
な
か
っ
た
玄
奘
の
苦

難
の
旅
路
や
、
大
王
の
守
護
の
尊
さ
を
よ
り
・
深
く
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
当
該
歌
謡
の
先
行
の
注
釈
書
に
お
け
る
代
表
的
な
訳
と
し
て
、
以
下
に
日
本

古
典
文
学
全
集
の
訳
を
掲
出
す
る
。
な
お
当
該
歌
謡
の
現
代
語
訳
に
は
諸
注
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天

差
が
な
い
た
め
、
す
べ
て
挙
げ
る
こ
と
は
控
え
た
。

　
　
釈
迦
の
説
か
れ
た
教
え
は
天
竺
に
あ
り
、
こ
れ
を
求
め
て
玄
奘
三
蔵
が
唐

　
　
に
ひ
ろ
め
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
深
沙
大
王
が
助
け
て
砂
漠
を
越
え
さ

　
　
せ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
世
に
は
仏
法
が
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
他
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
玄
奘
多
生
譚
を
踏
ま
え
た
意
訳
を
行
う
と
す
る
な
ら
ば

「
釈
迦
の
教
え
は
天
竺
に
あ
り
、
玄
奘
三
蔵
が
唐
に
ひ
ろ
め
よ
う
と
し
た
と
し

て
も
、
（
過
去
世
で
数
度
に
わ
た
っ
て
玄
奘
の
渡
天
を
妨
げ
た
）
か
の
深
沙
大

王
が
助
け
て
流
沙
を
越
え
さ
せ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
世
に
は
仏
法
が
な
か

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
全
体
の
趣
旨
に
は
そ
れ
ほ
ど
変
化

は
な
い
が
、
丸
括
弧
で
く
く
っ
た
部
分
が
背
景
に
響
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
玄
奘

が
越
え
た
渡
天
の
旅
路
の
険
し
さ
ー
深
沙
大
王
の
妨
害
に
よ
っ
て
数
度
に
渡

っ
て
落
命
し
、
大
王
の
改
心
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
渡
天
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
、
天
竺
へ
至
る
道
の
非
常
な
越
え
難
さ
と
、
大
王
の
改
心
の
尊

さ
を
よ
り
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

４
　
深
沙
大
王
の
出
現
地
・
流
沙
と
「
仏
歌
十
二
首
」

　
　
に
お
け
る
当
該
歌
謡
の
配
列

　
ａ
　
唐
土
天
竺
の
境
界
と
し
て
の
「
流
沙
（
葱
嶺
）
」

　
前
節
で
意
訳
を
提
示
し
た
が
、
七
生
譚
に
関
わ
る
部
分
以
外
に
も
う
一
つ
、

「
沙
漠
」
を
「
流
沙
」
と
言
い
換
え
た
。
こ
の
言
い
換
え
の
意
味
に
つ
い
て
説



明
を
加
え
た
い
。
本
稿
で
は
、
深
沙
大
王
が
玄
奘
の
渡
天
を
妨
げ
た
場
所
が
流

沙
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
当
該
歌
謡
の
配
列
を
考
え
る
上
で
若
干
の
意
味
を

持
つ
と
考
え
る
。

注
意
し
て
お
き
た

い
の
だ
が
、
当
該
歌
謡
の
本
文
に
は
、
大
王
の
出
現
地
に

つ
い
て
は
記
述
が
な
い
。
し
か
し
、
前
項
で
引
い
た
深
沙
大
王
の
渡
天
妨
害
記

事
か
ら
、
玄
奘
渡
天
説
話
に
登
場
す
る
大
王
が
「
流
沙
」
の
神
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
前
項
で
引
用
し
た
本
朝
資
料
に
現

れ
る
「
流
沙
」
の
語
を
四
角
で
囲
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
る
と
、
『
渓
嵐

拾
葉
抄
』
で
は
「
流
沙
葱
嶺
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
深
沙
大
王

は
「
流
沙
」
に
関
連
し
て
語
ら
れ
て
い
飴
。

　
ま
た
先
に
も
指
摘
し
た
が
『
阿
娑
縛
抄
』
「
深
沙
大
将
」
の
項
に
は
『
四
十

帖
決
』
の
該
当
部
分
が
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
王
は
流
沙
の
神
で
あ
る
と

い
う
説
明
が
や
は
り
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
大
王
の
出
現
地
と
し
て
「
流
沙
」
を
強
調
す
る
の
は
、
「
流

沙
」
が
単
な
る
沙
漠
で
は
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
中
国
西
方
の
沙
漠
を
示
す
「
流
沙
」
は
パ
ミ
ー
ル
高
原
を
指
す
「
葱
嶺
」
と

セ
ッ
ト
で
「
流
沙
葱
嶺
」
と
も
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
、
深
沙
大
王
の
住
所
が
流
沙

で
は
な
く
葱
嶺
だ
と
す
る
説
も
後
代
に
は
散
見
す
る
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は

流
沙
を
含
む
用
例
に
注
目
し
た
い
。
「
流
沙
」
あ
る
い
は
「
流
沙
葱
嶺
」
は
陸

路
で
の
渡
天
の
最
大
の
難
所
と
し
て
類
型
表
現
的
に
使
用
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

　
　
　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

以
下
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

　
『
平
家
物
語
』
延
慶
本
　
第
二
本
「
山
門
ノ
学
生
卜
堂
衆
卜
合
戦
事
付
山
門

滅
亡
事
」

昔
玄
奘
三
蔵
、
貞
元
三
年
之
比
、
仏
法
ヲ
弘
メ
ム
ト
・
シ
テ
、
流
沙
葱
嶺
ヲ

　
　
凌
テ
仏
生
国
へ
渡
給
シ
ニ
、
大
乗
流
布
ノ
国
、
僅
二
十
五
ヶ
国
ゾ
有
ケ
ル
。

　
こ
の
よ
う
な
渡
天
の
難
所
と
し
て
の
意
識
か
ら
派
生
し
て
、
流
沙
葱
嶺
が
唐

土
と
天
竺
の
国
境
、
境
界
と
し
て
認
識
さ
れ
る
場
合
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
境
界
と
し
て
の
認
識
の
結
果
、
流
沙
葱
嶺
さ
え
越
え
れ
ば

天
竺
の
仏
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
現
れ
て
く
る
。
ま
ず
、
『
高

野
山
秘
記
』
の
以
下
の
記
事
を
引
用
す
る
。

　
『
高
野
山
秘
記
』
「
安
然
親
父
法
道
和
尚
日
記
云
」
（
一
三
世
紀
初
以
前
）

　
　
彼
記
云
。
弘
法
大
師
、
入
唐
。
次
、
憶
二
念
シ
テ
寿
量
品
常
在
霊
鷲
山
こ
薦

　
　
欲
ぃ
登
二
霊
山
犬
何
よ
遂
ぐ
此
願
ぺ
心
中
二
思
惟
。
手
。
於
此
い
神
童
、
忽
二

　
　
現
。
其
鉢
、
異
気
最
霊
子
よ
而
、
越
ブ
人
ご
所
知
⊃
和
尚
、
心
念
。
。
進
・
。

云
。
霊
山
遠
路
五
万
里
古
。
流
沙
茫
嶺
之
難
路
、
思
ヘ
（
易
。
如
是
談
京
間

白
馬
忽
二
来
。
光
輝
之
鞍
置
万
。
見
二
神
ご
鮒
作
万
。
神
童
、
於
我
ぷ
言
・

此
″
匡
ツ
ー
、
乗
、
ｙ
三
回
ニ
ア
テ
進
認
可
。
此
馬
如
入
飛
べ
忽
二
超
一
丿
流
沙
て
次
、

青
羊
万
。
長
七
尺
計
″
、
高
ご
（
七
尺
計
。
所
置
・
鞍
者
、
如
前
ぺ
白
馬
ご
荊
‥

童
、
如
先
ぃ
乗
立
則
算
忿
嶺
二
時
貯
・
超
。
。
其
。
次
。
、
飛
車
万
。
有
二
夜
叉

神
‐
０
乗
一
ｋ
我
「
至
言
霊
山
。
麓
二
目
疋
則
、
三
賓
利
生
孚
刀
便
古
。
七
日
開
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
几



　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

食
、
甘
露
古
。
甜
一
ｋ
之
い
更
。
無
飢
気
べ
霊
山
万
丞
ニ
シ
テ
ヘ
　
老
翁
、
忽
然
と
一
丁

出
来
よ
。
云
二
何
人
づ
。
和
尚
、
答
ご
石
。
奉
い
見
二
尺
迦
如
来
て
（
中
略
）

此
よ
幄
、
忽
・
現
二
空
鉢
い
放
光
ペ
示
ご
山
路
づ
。
随
光
づ
漸
″
登
。
至
つ
山
頂
⊃

華
ご
旦
仏
左
方
⊃
虚
空
蔵
、
立
つ
右
方
⊃
余
時
、
世
尊
、
放
光
い
々
．
中
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

ノ
如
来
出
世
シ
テ
、
説
法
利
生
シ
給
卜
聞
及
ム
ニ
、
志
ヲ
ス
ミ
メ
歩
ミ
ヲ

運
テ
、
参
テ
聴
聞
ス
ペ
シ
ヤ
」
卜
申
サ
ル
；
（
有
ケ
レ
バ
、
大
臣
公
卿
面

々
二
「
皆
参
ズ
ペ
シ
」
卜
被
申
ケ
ル
ニ
、
江
中
廸
言
匡
房
卿
、
未
ダ
其
比

（
美
作
守
ニ
テ
有
ケ
ル
ガ
、
被
申
ケ
ル
（
、
「
人
々
（
御
渡
候
ト
モ
、
匡

房
（
渡
り
候
マ
ジ
」
ト
ゾ
被
申
ケ
ル
。
（
中
略
）
天
竺
晨
旦
ノ
境
（
、
流

沙
葱
嶺
ノ
険
難
、
ワ
タ
リ
ガ
タ
ク
越
ガ
タ
キ
道
也
。
先
叢
嶺
卜
申
山
（
、

西
北
雪
山
ニ
ツ
ヾ
キ
、
東
南
（
海
中
に
ソ
ビ
ヘ
タ
リ
。
此
山
ヲ
サ
カ
フ
テ

一
臨
テ
日
ヲ
ク
ラ
シ
、
白
雪
ヲ

テ
天
二
上
ル
。
道
ノ
遠
サ

八
百

モ
ナ
シ
。
多
ク
険
難
ア
ル
中
二
、
特
二
高
く
ソ

ビ
ヘ
タ
ル
ミ
ネ
ア
リ
。
ケ
イ
（
ラ
サ
イ
ナ
ト
名
付
タ
リ
。
（
中
略
）
後
ヲ

（
流
砂
卜
云
河
ア
リ
。
昼
（
猛
風
吹
タ
テ
ハ
砂
ヲ
ト
バ
シ
テ
雨
ノ
如
シ
。

落
テ
岸
石
ヲ
ウ
ガ
チ
、
青
淵

マ
ヒ
テ

ヲ
シ
ヅ
ム
。

淵
ヲ

ル
ト

障
即
消
へ
、
得
除
蓋
障
三
昧
‐
０
世
尊
ゴ
ム
。
大
迦
葉
（
、
持
う
付
属
。
袈
裟
‐
９

入
つ
鶏
足
山
二
期
ご
慈
尊
ご
二
會
て
汝
、
前
二
我
説
つ
般
若
心
経
ぱ
阿
、
見

我
・
聞
法
づ
。
汝
、
宿
。
植
二
徳
本
プ
こ
人
也
。
我
、
乗
二
内
証
智
秘
密
（
、
還

唐
二
寸
受
傅
、
至
二
本
国
い
早
。
弘
法
利
生
よ
継
二
慈
尊
。
出
世
⊃
（
晦
）
。

　
『
高
野
山
秘
記
』
は
十
三
世
紀
前
半
以
前
の
東
密
系
の
伝
承
を
集
め
た
も
の

で
、
引
用
部
分
は
弘
法
大
師
が
天
竺
に
渡
り
・
、
釈
迦
の
説
法
に
あ
ず
か
っ
た
と

い
う
伝
承
で
、
傍
線
部
、
「
流
沙
」
「
葱
嶺
」
を
飛
び
越
え
た
向
こ
う
で
釈
迦
の

説
法
の
様
子
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
流
沙
（
葱
嶺
）
の
向
こ
う
に
は
仏

世
界
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
あ
た
る
。

　
次
に
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
第
三
本
「
白
河
院
祈
親
持
経
ノ
再
誕
ノ
事
」

（
一
三
世
紀
半
ば
以
前
）
を
引
く
。
こ
の
部
分
は
「
流
沙
葱
嶺
」
と
も
呼
ば
れ
、

高
野
山
の
唱
導
資
料
と
の
関
わ
り
が
推
測
さ
れ
て
い
柚
。

抑
白
河
院
ヲ
祈
親
持
経
聖
人
ノ
再
誕
卜
知
ル
事
（
、
臣
下
卿
相
、
仙
洞
ノ

御
遊
宴
ノ
硝
三
ア
、
種
々
ノ
御
談
義
有
ケ
ル
中
二
、
「
当
時
天
竺
二
生
身

モ
、
水
波
ノ
漂
難
難
避
リ
。
サ
レ
バ
玄
奘
三
蔵
モ
彼
ノ
境
テ
ン
テ
六
度
マ

　
　
デ
命
ヲ
失
ヒ
給
ヒ
キ
。
雖
然
卜
、
次
ノ
受
生
ノ
時
二
コ
ソ
法
ヲ
バ
渡
シ
給

　
　
　
　
⑩

　
　
ケ
レ
。

　
こ
こ
で
は
「
流
沙
」
と
「
葱
嶺
」
が
唐
土
と
天
竺
の
境
界
で
あ
る
こ
と
が
明

確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
仏
の
説
法
に
あ
ず
が
る
た
め
に
は
流
沙
葱
嶺
を
越
え
な

夜
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夭
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似
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け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
流
沙
葱
嶺
の
む
こ
う
が
仏
の
世

界
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
う
か
が
え
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
流
沙

が
川
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
漢
籍
、
和
文
資
料
と
も
に
見
受

け
ら
れ
る
。

　
ま
た
次
に
十
三
世
紀
後
半
の
日
蓮
書
簡
「
千
日
尼
御
前
御
返
事
」
を
引
用
す

る
。

　
　
夫
法
華
経
と
申
。
候
御
経
は
誰
れ
仏
の
説
諮
呪
て
候
ぞ
と
を
も
ひ
候
へ
ば
、

此
の
日
本
国
よ
り
西
、
漢
土
よ
り
又
西
、
流
沙
・
葱
嶺
と
申
。
よ
り
は
又

は
る
か
西
、
月
氏
と
申
。
国
に
浄
飯
王
と
申
、
。
け
る
大
王
の
太
子
、
十
九
の

時
位
を
す
べ
ら
せ
給
。
て
檀
ど
く
山
と
申
。
山
二
入
″
御
出
家
ノ
ニ
十
に
し
て

仏
と
な
ら
せ

七
、
身
は

色
と
変
じ
、
神
は
三
世
を
か

み
さ
せ

フ
○

て
の
み
な
ら
ず
、
唐
土
と
天
竺
の
境
界
と
し
て
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
境
界
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
さ

え
越
え
れ
ば
仏
の
世
界
が
広
が
る
と
い
う
単
純
化
さ
れ
た
表
現
が
可
能
に
な
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
流
沙
（
葱
嶺
）
」
が
唐
土
と
天
竺
の
境
界
で
あ
る

と
い
う
認
識
は
後
世
の
資
料
で
は
か
な
り
明
確
に
見
受
け
ら
れ
、
広
く
用
例
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
輪
王
寺
本
『
聖
徳
太
子
伝
』
「
太
子
六
歳
御
時
」
（
一
四
世
紀
初
）
の
大
般
若

経
請
来
関
連
記
事
で
は
、
玄
奘
七
生
譚
に
付
随
し
て
天
竺
の
境
と
し
て
の
「
流

沙
（
葱
嶺
）
」
が
記
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
凡
こ
凭
つ
日
本
国
・
震
日
フ
至
↓
長
安
京
こ
道
ご
碍
海
上
五
万
里
也
震
日
フ
自
つ
長

　
　
安
京
至
テ
中
天
竺
。
王
宮
二
道
よ
碍
亦
五
万
里
也
故
二
従
い
日
本
国
・
至
ご
中
天

　
　
竺
一
十
万
里
ノ
価
同
で
入
言
天
竺
。
境
士
胤
沙
葱
嶺
よ
以
丿
外
ノ
難
所
長
号
也

　
　
白
弓
昔
、
つ
渡
ぐ
今
更
・
・
不
侍
づ
葱
嶺
。
山
（
高
″
峨
々
こ
貯
へ
テ
黒
師
子
鬼
神
よ
仕

　
　
所
ニ
テ
人
間
之
者
ご
巾
大
通
（
又
流
沙
河
卜
申
（
深
広
ニ
シ
テ
早
フ
沙
卜
共
二
流
よ
鴨
″

　
　
上
毛
岫
阿
浮
ま
取
所
也
而
二
釈
尊
御
入
滅
二
千
十
余
年
之
比
自
っ
震
旦
国
・
玄

　
　
奘
三
蔵
ぶ
甲
ぷ
燃
依
う
諸
天
這
旦
始
一
Ｋ
天
竺
へ
渡
訟
祀
ケ
ル
時
二
或
よ
吋
二
（
流

　
　
沙
ご
月
ニ
テ
溺
づ
早
丿
魯
■
。
身
工
取
時
二
（
葱
嶺
。
山
ニ
テ
相
う
鬼
神
黒
師
千
・
・
捨
。

　
　
命
‐
９
依
言
願
カ
ー
赤
生
止
替
″
又
生
止
替
″
第
六
生
７
彼
見
取
所
・
孚
空
で
身
命
「
猶

　
　
相
こ
当
テ
第
七
生
。
時
べ
於
ご
葱
嶺
ノ
之
山
ベ
ー
鬼
神
こ
枚
≒
。
害
給
今
ケ
ル
時
キ

黍
よ
生
身
こ
観
世
音
現
弓
病
者
／
ズ
身
ぷ
樗
（
後
睨
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
Ｉ

々
を
説
。
を
か
せ
給
。
。
此
一
切
の
経
大
仏
の
滅
後
一
千
年
が
間
月
氏
国

に
や
う
や
く
ひ
ろ
ま
り
候
し
か
ど
も
、
い
ま
だ
漢
土
日
本
国
等
へ
は
来
り

候
は
脂

　
こ
こ
で
は
流
沙
葱
嶺
か
ら
釈
迦
に
つ
い
て
の
話
が
語
り
・
起
こ
さ
れ
て
お
り
、

流
沙
葱
嶺
か
ら
仏
の
話
に
接
続
さ
せ
る
あ
る
種
の
語
り
の
パ
タ
ー
ン
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
今
挙
げ
た
三
つ
の
例
の
よ
う
に
、
「
流
沙
（
葱
嶺
）
」
か
ら
仏
の
世
界
の
話
へ

と
展
開
さ
せ
る
語
り
の
背
景
に
は
、
「
流
沙
（
葱
嶺
）
」
が
単
に
旅
の
難
所
と
し

　
　
　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

か

が
み

に
か
け

させ
給

て
を

はせ
し
仏

の
五
十
余
年

が間

一
代

一
切

経



　
　
　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

　
他
に
も
『
平
家
打
聞
』
第
三
巻
（
一
三
二
二
年
上
ご
二
年
以
前
）
に
、
「
流
　
　
2
7
9

沙
は
唐
土
と
天
竺
の
境
。
水
流
れ
ず
し
て
土
沙
の
限
り
流
さ
る
こ
冽
也
。
葱
嶺

あ
る
の
を
け
じ
め
、
能
（
大
般
為
》
（
一
四
三
二
年
以
前
）
が
流
沙
葱
嶺
を
天

竺
に
至
る
境
界
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
た
り
、
『
笛
の
巻
』
（
舞
の
本
・
室
町
末

と
い
う
部
分
か
あ
仙
。

の
境
界
で
あ
り
、
流
沙
（
葱
嶺
）
を
越
え
れ
ば
天
竺
の
仏
世
界
に
至
る
と
い
う

認
識
が
、
『
梁
塵
秘
抄
』
か
ら
少
し
後
の
時
代
に
は
か
な
り
明
確
に
表
れ
て
い

る
こ
と
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
当
該
歌
謡
は
こ
の
よ
う
な
表
現
の
早
い
用
例

278

こ
の

に
仏
法
な
か
ら
ま
し

一

一一

一

ひ
　
母
こ
れ
善
覚
長
者
の
女
摩
耶
夫
人

は
彼
の
河
の
束
岸
に
有
り
。
別
の
草
鎧
く
し
て
悲
限
り
有
る
山
偏
。
」
な
ど
と
　
　
2
8
0
　
文
殊
は
誰
か
迎
へ
来
し
　
貪
然
聖
こ
そ
ば
迎
へ
し
か
　
迎
へ
し
か
や
　
供

に
は
優
唄
国
の
王
や
大
聖
老
人
　
善
財
童
子
の
仏
陀
波
利
　
さ
て
十
六
羅
漢

諸
天
衆

期
）
に
も
「
唐
天
竺
の
境
な
る
流
沙
川
」
や
葱
嶺
を
越
え
て
文
殊
菩
薩
に
会
う
　
　
2
8
1
　
文
殊
の
次
を
ば
何
と
か
や
　
を
い
を
い
た
う
し
が
子
な
り
け
り
　
眉
間
白

毫
照
ら
す
に
は
十
二
の
菩
薩
ぞ
出
で
た
ま
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

こ
の
よ
う
に
深
沙
大
王
の
出
現
地
で
あ
る
流
沙
（
葱
嶺
）
は
、
唐
土
と
天
竺
　
　

2
8
2
　
観
音
勢
至
の
遣
水
は
　
阿
排
多
羅
と
ぞ
流
れ
出
づ
る
　
流
れ
た
る
　
薬
王

大
士
の
前
の
波
は
　
や
晦
財
日
羅
と
ぞ
立
ち
渡
る

2
8
3
　
わ
が
身
は
罪
業
重
く
し
て
　
終
に
は
泥
梨
へ
入
り
な
ん
ず
　
入
り
ぬ
べ
し

　
怯
羅
陀
山
な
る
地
蔵
こ
そ
　
毎
日
の
暁
に
　
必
ず
来
り
て
訪
う
た
ま
へ

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
次
の
項
で
み
る
よ
う
に
、
当
該
　
　
2
8
4
　
不
動
明
王
恐
ろ
し
や
　
怒
れ
る
姿
に
剣
を
持
ち
　
索
を
下
げ
　
う
し
ろ
に

歌
の
配
列
に
は
境
界
と
し
て
の
「
流
沙
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
可
　
　
　
火
焔
上
る
と
か
や
な
　
前
に
は
　
悪
魔
寄
せ
じ
と
て
降
魔
の
相

能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8
5
　
釈
迦
の
住
所
は
ど
こ
ど
こ
ぞ
　
法
華
経
の
六
巻
の
自
我
備
に
　
や
　
説
か

　
ｂ
　
流
沙
（
葱
嶺
）
と
当
該
歌
の
配
列
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
る
文
ぞ
か
し
　
常
在
霊
鷲
山
に
並
び
た
る
　
及
余
諸
住
所
は
そ
こ
ぞ
か

　
以
下
に
『
梁
塵
秘
抄
』
巻
第
二
「
仏
歌
十
二
首
」
を
す
べ
て
引
用
す
る
。
　
　
　
　
し

2
7
7
　
釈
迦
の
御
法
は
天
竺
に
　
玄
奘
三
蔵
弘
む
と
も
　
深
沙
大
王
渡
さ
ず
は
　
　
2
8
6
　
極
楽
浄
土
の
東
門
に
　
機
織
る
虫
こ
そ
桁
に
住
め
　
西
方
浄
土
の
灯
火
に

念
仏
の
衣
ぞ
急
ぎ
織
る

お
は
し
ま
す
　
衆
生
願
ひ
を
満
て
む
と
て

尊
の
　
出
で
た
ま
は
う
世
に
参
り
会
は
む

山
よ
り
慈
　
　
2
8
7
　
妙
見
大
悲
者
は
　
北
の
北
に

　
　
　
　
　
　
　
空
に
は
星
と
ぞ
見
え
た
ま
ふ

釈
迦

の
説法

終

は
り
な
ば

摩
詞

や
迦
葉

の
大
阿
羅
漢

鶏
足
山

よ
り
慈

釈

迦
牟尼

仏

の
童
名

は

悉
達

太
子
と
申
し

け
り

父
を

ば
浄
飯
王
と

い



『
梁
塵
秘
抄
』
に
お
い
て
前
後
に
配
列
さ
れ
た
歌
謡
が
緩
や
か
な
連
想
関
係

で
つ
な
が
れ
て
い
る
事
は
植
木
朝
子
氏
に
指
摘
が
あ
る
大
、
「
仏
歌
十
二
首
」

に
関
し
て
は
浄
土
な
ど
の
仏
の
居
所
に
つ
い
て
歌
う
歌
謡
が
配
列
さ
れ
て
い
る

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
冒
頭
に
当
該
歌
謡
、
そ
の
次
に
釈
迦
の
説

法
と
摩
詞
迦
葉
の
鶏
足
山
入
定
と
釈
迦
の
幼
少
時
代
を
歌
っ
た
歌
謡
が
続
き
、

釈
迦
の
脇
侍
で
あ
る
文
殊
菩
薩
が
並
ぶ
。
そ
し
て
そ
の
後
に
観
音
や
地
蔵
の
浄

土
を
歌
っ
た
歌
謡
や
、
2
8
5
番
歌
の
よ
う
な
仏
の
住
所
の
こ
と
、
そ
し
て
2
8
7
番
歌

の
北
の
果
て
に
い
る
と
い
う
妙
見
大
悲
菩
薩
の
歌
謡
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
梁
塵
秘
抄
』
「
仏
歌
十
二
首
」
は
「
十
二
首
」
と
は
言
い
な
が
ら
、
欠
け
が

あ
る
の
か
実
際
に
は
十
一
首
し
か
な
い
。
ゆ
え
に
現
存
の
本
文
か
ら
判
断
す
る

の
は
危
う
い
部
分
も
あ
る
の
だ
が
、
特
に
冒
頭
三
首
に
注
目
し
た
場
合
、
た
と

え
ば
同
書
の
「
仏
歌
二
十
四
首
」
の
冒
頭
の
釈
迦
関
連
歌
謡
三
首
が
、

2
2
　
釈
迦
の
正
覚
成
る
こ
と
は
　
こ
の
た
び
初
め
と
思
ひ
し
に
　
五
百
塵
点
劫

　
よ
り
も
　
彼
方
に
仏
と
見
之
給
ふ

2
3
　
釈
迦
牟
尼
仏
は
薩
錘
王
子
、
弥
勒
文
殊
は
一
二
の
子
、
浄
飯
王
は
最
初
の

　
王
、
摩
耶
は
む
か
し
の
夫
人
な
り

2
4
　
釈
迦
の
御
法
の
中
に
し
て
　
五
戒
三
帰
を
持
た
し
め
　
コ
院
南
無
と
言
ふ

　
人
は
　
花
の
園
に
て
道
成
り
ぬ

と
過
去
仏
の
歌
謡
か
ら
始
ま
り
、
後
ろ
に
釈
迦
の
前
世
譚
、
未
来
仏
の
弥
勒
に

関
す
る
歌
謡
を
続
け
る
こ
と
で
時
系
列
に
沿
っ
た
配
列
を
目
指
そ
う
と
し
て
い

　
　
　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

る
よ
う
に
思
え
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
と
言
え
る
し
、
浄
土
を
歌
っ
た
歌
謡

の
数
も
割
合
か
ら
み
れ
ば
や
や
多
い
と
言
え
ま
い
心
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
歌
謡

を
配
列
す
る
に
あ
た
っ
て
、
唐
土
と
天
竺
の
険
し
い
境
界
で
あ
る
流
沙
（
葱

嶺
）
を
越
え
て
、
そ
の
向
こ
う
の
仏
の
世
界
を
目
指
す
玄
奘
三
蔵
の
姿
が
冒
頭

に
配
列
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ん
ら
か
の
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
の
で
あ
る
。

　
特
に
冒
頭
の
三
首
の
配
列
は
、
流
沙
（
葱
嶺
）
の
観
点
か
ら
見
る
と
興
味
深

く
思
わ
れ
る
。
先
に
流
沙
（
葱
嶺
）
の
む
こ
う
に
仏
の
世
界
が
広
が
る
と
い
う

認
識
（
そ
の
３
）
の
例
と
し
て
挙
げ
た
例
の
い
く
つ
か
を
こ
こ
に
再
掲
し
た
い
。

　
た
と
え
ば
空
海
が
流
沙
（
葱
嶺
）
を
越
え
て
釈
迦
の
説
法
に
あ
ず
か
る
『
高

野
山
秘
記
』
の
弘
法
大
師
渡
天
説
話
の
展
開
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　
忽
こ
言
流
沙
て
↓
茫
嶺
‐
９
一
時
計
・
后
。
。
↓
余
時
、
尺
迦
如
来
、
含
咲
い

　
　
開
顔
如
二
鵠
王
づ
出
給
。
。
次
、
観
音
、
持
二
蓮
華
づ
立
仏
左
方
言
虚
空
蔵
、

　
　
立
つ
右
方
⊃
余
時
、
世
尊
、
放
光
い
々
。
中
。
見
之
ぺ
八
万
／
八
十
六
万
二

　
　
千
二
貸
聞
、
大
衆
會
雲
集
。
万
。
見
一
Ｋ
佛
ぺ
罪
障
即
消
へ
、
得
除
蓋
障
三
味
‐
０

　
　
世
尊
ゴ
ム
。
大
迦
葉
（
、
持
ご
付
属
。
袈
裟
マ
人
う
鶏
足
山
ス
期
ご
慈
尊
二
二
會
て

　
こ
の
記
事
は
『
梁
塵
秘
抄
』
の
配
列
の
観
点
か
ら
見
直
す
と
、
当
該
歌
謡
と

後
続
の
2
7
8
番
歌
の
配
列
の
流
れ
と
展
開
が
一
致
す
る
と
い
う
点
が
注
意
さ
れ
る
。

『
梁
塵
秘
抄
』
が
続
け
て
並
べ
て
い
る
、
深
沙
大
王
の
居
所
で
あ
る
流
沙
（
葱

嶺
）
を
越
え
る
こ
と
と
、
釈
迦
の
説
法
に
あ
ず
か
る
こ
と
及
び
摩
詞
迦
葉
の
鶏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

足
山
入
定
が
連
想
関
係
に
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
第
三
本
「
白
河
院
祈
親
持
経
ノ
再
誕
ノ
事
」
に

は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
当
時
天
竺
二
生
身
ノ
如
来
出
世
シ
テ
、

法
利
生
シ

卜
聞
及
ム
ニ
、
志

ヲ
ス
ヽ
メ
歩
ミ
ヲ
運
テ
、
参
テ
聴
聞
ス
ペ
シ
ヤ
」
卜
申
サ
ル
？
八
有
ケ
レ
バ

↓
天
竺
晨
旦
ノ
境
（
、
流
沙
葱
嶺
ノ
険
難
、
ワ
タ
リ
ガ
タ
ク
越
ガ
タ
キ
道
也
。

↓
サ
レ
バ
玄
奘
三
蔵
モ
彼
ノ
境
テ
ン
テ
六
度
マ
デ
命
ヲ
失
ヒ
給
ヒ
キ
。
雖
然
卜
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
つ
ま
り
、
「
仏
歌
十
二
首
」
は
、
深
沙
大
王
の
居
所
で
あ
る
流
沙
（
葱
嶺
）

と
連
想
関
係
に
あ
る
伝
承
を
背
景
と
し
て
冒
頭
三
首
を
配
列
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
冒
頭
三
首
の
後
ろ
に
、
浄
土
や
仏
の
住
む
場
所
に
関

連
す
る
歌
謡
が
配
列
さ
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
冒

頭
に
ま
ず
深
沙
大
王
に
守
護
さ
れ
流
沙
（
葱
嶺
）
を
越
え
る
玄
奘
三
蔵
の
姿
を

描
き
、
そ
し
て
流
沙
（
葱
嶺
）
の
向
こ
う
に
あ
る
釈
迦
の
説
法
お
よ
び
摩
詞
迦

葉
入
定
の
地
鶏
足
山
と
釈
迦
の
生
国
を
歌
う
歌
謡
を
置
き
、
釈
迦
の
脇
侍
文
殊

菩
薩
を
挾
ん
で
浄
土
や
仏
の
居
所
に
関
連
す
る
歌
謡
が
な
ら
ぶ
と
い
う
、
仏
の

世
界
を
順
序
立
て
て
描
き
出
す
構
成
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
を
見
出
し
う
る
か

ら
で
あ
ヤ

　
以
上
の
見
方
は
「
仏
歌
十
二
首
」
に
欠
け
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
・
、
一
つ
の
可

能
性
の
提
示
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
仮
に
こ
の
よ
う
な
配
列
意
図
が
あ
っ
た
と

す
る
な
ら
ば
、
唐
土
と
天
竺
の
険
し
い
境
界
、
す
な
わ
ち
深
沙
大
王
の
居
所
で

あ
る
流
沙
葱
嶺
を
越
え
て
、
そ
の
む
こ
う
の
仏
の
世
界
を
目
指
す
高
僧
、
玄
奘

三
蔵
の
姿
が
冒
頭
に
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
険
し
い
流
沙
（
葱
嶺
）
を
越
え
さ

え
す
れ
ば
、
仏
の
世
界
に
実
際
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
、
す
な
わ
ち
人
の
世
界

（
こ
の
世
）
と
仏
の
世
界
が
地
続
き
で
あ
る
と
い
う
、
歌
謡
に
こ
め
ら
れ
た
思

い
が
垣
間
見
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
引
用
部
分
は
天
竺
に
生
身
の
如
来
が
現
れ
た
の
で
説
法
に
あ
ず
か
ろ
う
と
言

う
人
が
い
た
の
を
、
大
江
匡
房
が
天
竺
ま
で
の
道
の
り
は
流
沙
葱
嶺
を
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
思
い
と
ど
ま
っ
て
高
野
山
へ
の
参
拝
を
勧
め
る
と
い

う
部
分
で
あ
る
。
こ
の
例
は
流
沙
葱
嶺
を
越
え
る
こ
と
と
天
竺
で
如
来
の
説
法

に
あ
ず
か
る
こ
と
が
連
想
関
係
に
あ
る
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
如

来
の
説
法
を
目
指
し
て
流
沙
葱
嶺
を
越
え
る
上
で
、
当
該
歌
謡
に
歌
わ
れ
る
玄

奘
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

　
さ
ら
に
『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』
を
み
る
と
、

流
沙
・
葱
嶺
と
申
。
よ
り
・
は
又
は
る
か
西
、
月
氏
と
申
二
国
に
浄
飯
王
と

　
　
申
。
け
る
大
王
の
太
子
、
十
九
の
時
位
を
す
べ
ら
せ
給
。
て

と
な
っ
て
お
り
、
流
沙
葱
嶺
か
ら
、
2
7
8
番
歌
の
よ
う
な
浄
飯
王
の
太
子
と
し
て

の
釈
迦
が
語
り
お
こ
さ
れ
て
い
る
と
読
め
る
。

次

ノ

受

生

ノ

時

一

4 一 一 一 心

コ

ソ

法

ヲ

バ

渡

シ

給

ケ

レ

末

代

誰

力

古

跡

ヲ

渡

ル

ベ

キ



４
　
ま
と
め

　
本
稿
で
は
ま
ず
、
当
該
歌
謡
の
背
景
に
は
、
玄
奘
の
渡
天
を
援
助
す
る
神
と

し
て
の
深
沙
大
王
像
と
と
も
に
、
先
行
研
究
で
強
調
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
渡
天

の
妨
害
者
と
し
て
の
深
沙
大
王
像
が
投
影
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
検
討
し
た
。

　
次
に
、
深
沙
神
の
住
所
で
あ
る
流
沙
葱
嶺
は
、
唐
土
と
天
竺
の
境
界
で
あ
り
、

流
沙
葱
嶺
を
越
え
れ
ば
仏
が
住
ま
う
天
竺
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
認
識

が
後
世
現
れ
て
く
る
こ
と
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
当
該
歌
に
も
そ
の
よ
う
な
境

界
と
し
て
の
流
沙
（
葱
嶺
）
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
可
能
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
流
沙
（
葱
嶺
）
に
関
連
す
る
当
該
歌

謡
が
「
仏
歌
十
二
首
」
の
冒
頭
歌
と
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
意
味
に
つ
い
て
仮

説
を
提
示
し
た
。

　
当
該
歌
謡
は
、
深
沙
神
の
渡
天
妨
害
に
よ
る
玄
奘
七
生
譚
を
背
景
と
し
て
、

天
竺
へ
至
る
道
・
流
沙
の
非
常
な
険
し
さ
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
と
と
も

に
、
当
該
歌
謡
は
深
沙
神
の
住
所
で
あ
る
流
沙
（
葱
嶺
）
つ
ま
り
唐
土
天
竺
の

境
界
の
向
こ
う
に
広
が
る
天
竺
・
仏
世
界
を
想
像
さ
せ
る
、
仏
歌
十
二
首
の
導

入
と
し
て
、
相
応
し
い
歌
謡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
流
沙
（
葱
嶺
）

を
越
え
れ
ば
仏
世
界
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

当
該
歌
謡
は
流
沙
（
葱
嶺
）
を
越
え
る
玄
奘
三
蔵
の
姿
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
の
世
界
（
こ
の
世
）
と
仏
の
世
界
が
地
続
き
で
あ
る
と
い
う
表
現
効
果
の
だ

　
　
　
　
　
『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

め
に
冒
頭
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注①
　
新
間
進
一
校
注
『
神
楽
歌
　
催
馬
楽
　
梁
塵
秘
抄
　
閑
吟
集
』
（
日
本
古
典
文
学

　
全
集
　
小
学
館
　
∇
几
七
六
年
。
『
梁
塵
秘
抄
』
の
引
用
は
同
書
に
拠
る
。
な
お

　
「
ひ
ろ
む
」
は
「
も
と
む
」
の
誤
写
と
す
る
説
が
あ
る
（
常
盤
大
定
他
編
『
釈
教
歌

　
詠
全
集
』
第
一
巻
　
東
方
出
版
　
▽
几
七
八
年
（
河
出
書
房
　
一
九
三
四
年
刊
の
複

　
製
）
。

②
　
仏
書
刊
行
会
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
二
　
▽
几
一
四
年
。

③
　
小
西
甚
一
　
『
梁
塵
秘
抄
考
』
三
省
堂
　
▽
几
四
一
年
。

④
　
築
島
裕
『
興
福
寺
本
　
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
　
釈
文

　
篇
』
東
京
大
学
出
版
会
　
▽
几
六
五
年
。

⑤
　
小
西
氏
以
降
の
注
釈
書
は
以
下
の
も
の
を
参
照
し
た
。

　
　
荒
井
源
司
『
梁
塵
秘
抄
評
釈
』
甲
陽
書
房
　
一
九
五
九
年
。

　
　
志
田
延
義
校
注
『
梁
塵
秘
抄
』
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店
　
▽
几
六
五

　
　
年
）
。

　
　
新
聞
進
一
校
注
『
神
楽
歌
　
催
馬
楽
　
梁
塵
秘
抄
　
閑
吟
集
』
日
本
古
典
文
学
全

　
　
集
　
小
学
館
　
▽
几
七
六
年
。

　
　
榎
克
朗
『
梁
塵
秘
抄
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
新
潮
社
　
▽
几
七
九
年
。

　
　
武
石
彰
夫
校
注
『
梁
塵
秘
抄
　
閑
吟
集
　
狂
言
歌
謡
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系

　
　
▽
几
九
三
年
。

　
　
上
田
設
夫
『
梁
塵
秘
抄
全
注
釈
』
新
典
社
　
二
〇
〇
一
年
。

⑥
　
磯
部
彰
「
唐
代
の
密
教
文
化
に
見
え
る
唐
三
蔵
西
天
取
経
伝
説
」
（
『
『
西
遊
記
』

　
形
成
史
の
研
究
』
所
収
創
文
社
　
▽
几
九
三
年
）
。

⑦
　
『
図
像
抄
』
『
四
十
帖
決
』
『
作
摩
詞
街
論
決
疑
破
難
會
作
抄
』
『
胎
蔵
界
大
法
對
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

　
記
』
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に
拠
る
。

⑧
　
鈴
木
佐
内
「
梁
塵
秘
抄
般
若
経
歌
と
「
般
若
十
六
善
神
曼
荼
羅
」
『
日
本
歌
謡
研

　
究
』
二
〇
〇
四
年
一
二
月
。

⑤
　
仏
書
刊
行
会
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
四
十
　
▽
几
四
一
年
。

⑩
　
太
田
辰
夫
・
磯
部
彰
『
大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
－
大
倉
文
化
財
団
蔵
』
汲
古
書
院

　
▽
几
九
七
年
。
句
読
点
は
台
湾
中
央
研
究
院
の
「
漢
籍
電
子
文
献
」
を
参
考
に
し
た
。

⑥
　
磯
部
彰
「
日
本
国
に
お
け
る
『
西
遊
記
の
受
容
』
（
『
『
西
遊
記
』
受
容
史
の
研
究
』

　
所
収
　
多
賀
出
版
　
▽
几
九
五
年
）
。

⑩
　
磯
部
氏
前
傾
書
・
鈴
木
氏
前
傾
論
文
な
ど
。

⑩
　
仏
書
刊
行
会
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
五
十
　
一
九
四
六
年
。

⑩
　
新
間
氏
前
傾
書
。

⑤
　
玄
奘
と
関
連
し
な
い
伝
承
に
お
い
て
は
住
所
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
。

　
『
覚
禅
抄
』
「
深
沙
大
将
」
「
住
所
事
」
と
し
て
「
軌
云
。
長
安
南
州
沿
玄
舎
中
二
有

　
比
丘
僧
。
名
テ
曰
法
伝
。
自
往
○
転
法
花
経
。
以
元
和
元
年
正
月
六
日
。
於
天
光
寺

　
発
誓
シ
テ
曰
夕
。
至
于
究
竟
菩
薩
。
○
自
此
室
去
十
余
里
有
映
野
。
名
テ
曰
玄
野
卜
。

　
於
住
経
七
日
交
一
人
小
児
。
採
薪
駆
使
経
七
歳
。
昼
夜
心
有
妙
法
○
法
師
問
小
児
云
。

　
汝
（
従
何
所
来
ル
○
小
児
答
。
吾
（
此
野
ノ
鬼
神
。
云
々
　
或
云
。
終
南
山
住
ス
此

　
神
。
云
々
　
又
云
。
深
砂
神
流
沙
神
也
。
云
々
」
と
あ
り
、
「
形
像
事
」
に
「
或
云
。

　
於
終
南
山
二
。
道
宣
和
尚
見
彼
神
。
童
子
形
也
。
云
々
」
と
注
記
が
あ
る
。

⑩
　
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
本
文
編
上
　
勉
誠
社
　
▽
几
九
〇

　
年
。
『
平
家
物
語
』
の
引
用
は
以
下
同
書
に
拠
る
。

⑥
　
阿
部
泰
郎
『
中
世
高
野
山
縁
起
の
研
究
』
高
野
山
発
掘
調
査
報
告
書
別
冊
　
元
興

　
寺
文
化
財
研
究
所
　
▽
几
八
二
年
。

⑩
　
麻
原
美
子
「
平
家
物
語
に
お
け
る
弘
法
大
師
説
話
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
『
日
本
女

　
子
大
学
国
語
国
文
学
論
究
』
　
▽
几
六
七
年
六
月
。

⑩
　
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
本
文
編
上
　
勉
誠
社
　
一
九
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

　
年
。
な
お
本
文
中
の
「
ケ
イ
（
ラ
サ
イ
ナ
」
は
日
本
古
典
文
学
大
系
頭
注
で
『
大
唐

　
西
域
記
』
に
あ
る
「
崔
波
羅
窟
」
か
と
さ
れ
、
『
平
家
物
語
全
注
釈
』
で
は
未
詳
と

　
さ
れ
て
い
る
が
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
コ
ー
に
あ
る
「
大
雪
山
婆
羅
犀
那
大
嶺
」
に

　
あ
た
る
か
と
思
わ
れ
る
。

⑩
　
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
『
昭
和
定
本
　
日
蓮
聖
人
遺
文
』
改
訂
増
補
　
第
二

　
巻
　
せ
い
し
ん
　
二
〇
〇
〇
年
。

⑤
　
慶
庖
義
塾
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
』
第
一
巻

　
真
名
本
（
上
）
勉
誠
出
版
　
二
〇
〇
五
年
。
汚
損
の
た
め
判
読
が
難
し
い
字
は
一
と

　
し
た
。

⑩
　
中
世
文
学
輪
読
会
「
（
訓
読
）
『
平
家
打
聞
』
二
言
（
巻
五
・
巻
六
・
巻
七
・
巻

　
八
ご
『
同
志
社
国
文
学
』
　
▽
几
九
三
年
三
月
。

⑩
「
鉦
鼓
掲
鼓
御
琵
琶
鏡
鉢
や
笛
筆
梁
廿
五
菩
薩
達
は
、
十
二
の
舞
楽
を
奏
し
っ
こ

　
彼
玄
蔵
の
左
右
を
と
り
、
天
の
衣
の
袖
を
は
へ
て
、
流
沙
の
波
を
向
ひ
に
渡
り
て
、

　
今
こ
そ
渡
天
も
叶
ひ
た
り
け
れ
。
」
（
芳
賀
矢
一
・
佐
佐
木
信
綱
校
註
『
校
注
謡
曲
叢

　
書
』
第
二
巻
　
博
文
館
　
▽
几
一
四
年
）

⑩
「
か
よ
厘
坦
島
を
、
分
け
越
し
給
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
唐
天
竺
の
境
な
る
流
沙
川
に

　
着
き
給
ふ
（
中
略
）
葱
嶺
山
の
麓
に
、
一
の
橋
渡
る
」
麻
原
美
子
・
北
原
保
雄
校
注

　
『
舞
の
本
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
岩
波
書
店
　
▽
几
九
四
年
。

⑤
　
植
木
朝
子
「
俵
藤
太
伝
承
と
「
藤
太
巫
女
」
の
今
様
－
『
梁
塵
秘
抄
』
配
列
の
背

景
の
一
例
と
し
て

」
「
説
話
集
の
配
列
と
『
梁
塵
秘
抄
』
の
配
列

歌
・
雑
部
を
め
ぐ
っ
て

四
句
神

（
『
梁
塵
秘
抄
と
そ
の
周
縁

話
・
物
語
の
交
流

羅
補
羅
城
王

』
所
収
　
三
省
堂
　
二
〇
〇
一
年
）

今
様
と
和
歌
・
説

ノ｀ゝ

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

山
」
「
3
3
薬
師
医
王
の
浄
土
を
ば
　
瑠

⑤
「
仏
歌
二
十
四
首
」
の
浄
土
及
び
仏
に
ま
つ
わ
る
土
地
関
連
の
歌
謡
は
以
下
の
エ

首
。
「
2
7
仏
は
ど
こ
よ
り
か
出
で
た
ま
ふ
　
中
天
竺
よ
り
ぞ
い
で
た
ま
ふ
　
矩
奢
掲

城
　
姑
栗
陀
羅
矩
院
に
鷲

璃
の
浄
土
と
名
づ
け
た
り
　
十
二
の
船
を
重
ね
得
て
　
我
ら
衆
生
を
渡
い
た
ま
へ
」



「
3
4
瑠
璃
の
浄
土
は
潔
し
　
月
の
光
は
さ
や
か
に
て
　
像
法
転
ず
る
末
の
世
に
　
遍

く
照
ら
せ
ば
底
も
な
し
」
「
3
7
観
音
大
悲
は
舟
筏
　
補
陀
落
海
に
ぞ
う
か
べ
た
る

善
根
も
と
む
る
人
し
あ
ら
ば
　
乗
せ
て
渡
さ
む
極
楽
へ
」
「
皿
南
天
竺
の
鉄
塔
を

竜
樹
や
大
士
の
開
か
ず
は
　
実
の
御
法
を
い
か
に
し
て
、
末
の
世
ま
で
ぞ
弘
め
ま

　
し
」
「
4
2
竜
樹
菩
薩
は
あ
は
れ
な
り
　
南
天
竺
の
鉄
塔
を
　
扉
を
開
き
て
秘
密
教
を

　
金
剛
薩
焼
に
受
け
た
ま
ふ
」

⑤
　
冒
頭
三
首
の
深
沙
大
王
・
玄
奘
か
ら
釈
迦
へ
と
い
う
配
列
の
流
れ
は
、
三
者
が
そ

　
ろ
っ
て
描
か
れ
る
「
釈
迦
十
六
善
神
図
」
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
が
、
本
稿
で
は

　
「
仏
歌
十
二
首
」
の
う
ち
で
当
該
歌
謡
が
冒
頭
に
置
か
れ
た
意
味
を
重
く
見
た
。
配

　
列
の
連
想
の
糸
は
一
つ
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
連
想
が
交
差
し
て
い
る
と
考
え
た

―
○

Ｌ
ｖ

「
付
記
」
　
本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
度
春
季
同
志
社
国
文
学
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基

　
　
　
づ
き
、
加
筆
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
す
。
席
上
ご
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々

　
　
　
に
、
心
か
ら
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

『
梁
塵
秘
抄
』
二
七
七
番
歌
の
背
景
と
そ
の
配
列

二
七




